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戦
国
時
代
の
佐
竹
家
の
家
臣
梅
江
斎
岡
本
禅
哲
が
、『
神
明
鏡
』・『
源
威
抄
』
の
伝

来
に
関
与
し
て
ゐ
た
事
を
、
秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
（
宗
家
）（
１
）
に
伝
来
す
る

同
人
書
写
・
関
係
の
佐
竹
系
図
群
と
の
比
較
に
拠
り
指
摘
し
た
（
２
）。
且
つ
そ
の
佐
竹

系
図
諸
本
に
引
用
さ
れ
る
本
文
に
よ
り
、
現
存
孤
本
の
『
源
威
集
』（
３
）
の
本
文
の
誤

り
を
訂
正
出
来
る
と
し
た
。
筆
者
は
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
『
御
文
書
幷
御
書
物
帳
目
録
受

取
渡
目
録
』（
宝
永
六
年
五
月
、以
下
、『
目
録
』）・
中
村
光
得
の
『
御
系
図
御
引
証
』（
４
）

に
よ
り
、
佐
竹
北
家
伝
来
の
禅
哲
自
筆
系
図
の
伝
存
が
不
明
で
あ
る
と
し
、
且
つ
『
源

威
抄
』
を
引
用
す
る
物
の
、『
目
録
』・『
御
系
図
御
引
証
本
草
稿
』（
同
前
蔵
。
以
下
『
草

稿
』）
に
言
及
・
利
用
の
無
い
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
、
光
明
院
蔵
『
佐
竹
代
々
系
図
』（
５
）

の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
な
か
つ
た
。

　

し
か
し
こ
れ
は
筆
者
の
迂
闊
で
、
明
治
時
代
に
侯
爵
佐
竹
義
生
蔵
本
を
謄
写
し
た
東

大
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
『
佐
竹
家
旧
記
』
九
所
収
の
『
佐
竹
世
譜
』（
以
下
、
旧

記
本
と
す
る
）
が
北
本
の
写
し
で
、
光
明
院
本
は
北
本
の
後
出
異
本
で
あ
る
事
、
ま
た

正
宗
寺
所
蔵
の『
佐
竹
氏
系
図
』（
６
）
及
び
色
川
三
郎
兵
衛
書
写
の『
佐
竹
系
図　

数
本
』

所
収
の
一
本
の
書
入
れ
（
７
）
が
光
明
院
本
の
本
文
に
近
似
す
る
事
に
気
付
い
た
。
そ
こ

で
当
該
系
図
の
関
係
を
整
理
し
、
拙
稿
①
・
②
を
訂
正
し
、
北
本
独
自
記
事
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
、
北
本
『
佐
竹
世
譜
』
逸
文
と
『
佐
竹
家
旧
記
』
九
所
収
「
佐
竹
世
譜
」

　

北
本
は
修
史
の
際
、
藩
に
献
呈
保
管
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
同
文
庫
に
伝
存
し
な
い
系

図
の
一
で
あ
る
。『
目
録
』
の
「
旧
本
分
」
に
、

一
、
同

（
佐
竹
）北

系
図
一
冊
〔
梅
江
斉
禅
哲
真
迹
ノ
本
ナ
リ
、
北
左
衛
門
義
明
所
蔵
ノ
本

ナ
リ
、
元
禄
十
年
丁
丑
コ
レ
ヲ
献
ス
〕

と
あ
つ
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
遡
つ
て
『
草
稿
』
を
見
る
に
、
中
村
光
得
が

〇
北
本
〔
モ
ト
北
左
衛
門
義
明
蔵
本
ノ
佐
竹
世
譜
也
、
故
ニ
北
本
ト
云
、
岡
本
梅

江
筆
ス
ル
所
ナ
リ
、
元
禄
十
年
四
月
義
明
コ
レ
ヲ
献
〕

と
記
し
、
一
門
の
佐
竹
北
家
に
伝
来
し
た
冊
子
一
冊
で
、
禅
哲
の
自
筆
と
す
る
。

　

中
村
光
得
は
、
北
本
の
誤
り
を
度
々
指
摘
し
な
が
ら
も
、
佐
竹
忠
義
が
外
戚
大
掾
氏

の
後
継
と
な
り
、
家
督
を
弟
隆
義
に
譲
つ
た
と
す
る
後
掲
《
例
十
五
》
の
記
事
に
対
し

て
、

此
説
○
諸
系
○
諸
実
録
ニ
見
ヘ
ス
ト
イ
へ
ト
モ
○
北
譜
尤
モ
疑
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ

非
ス
（『
引
証
』「
隆
義
伝
」「
四
郎
」
引
証
記
事
）

と
、
北
本
の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
ゐ
る
（
８
）。

　

幸
甚
な
事
に
、
元
禄
年
間
の
家
史
編
纂
の
成
果
で
あ
る
佐
竹
氏
歴
代
を
考
証
し
た
先

の
『
引
証
』
に
、
ま
た
木
村
立
が
、
そ
の
『
引
証
』
の
不
備
を
承
け
記
し
た
『
佐
竹
世

系
大
成
附
分
流
系
』（
９
）
に
北
本
と
し
て
引
用
さ
れ
る
為
、
そ
の
記
載
内
容
が
知
ら
れ
、

対
照
が
可
能
で
あ
つ
た
。『
引
証
』
は
外
題
に
「
佐
竹
家
系
譜　

義
光
〜
義
宣
」
と
あ

る
通
り
、
各
代
毎
に
生
没
年
、
官
位
、
母
・
妻
子
・
兄
弟
の
各
記
事
に
つ
き
、
各
系
図

の
当
該
部
分
の
抜
粋
を
並
列
し
な
が
ら
考
証
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
「
北
譜
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
る
の
が
北
本
で
あ
る
。
義
光
よ
り
戦
国
時
代
の
義
昭
ま
で
に
引
用
さ
れ
て
を

り
、『
目
録
』
に
は
系
図
と
あ
る
が
、
本
文
を
見
る
に
代
々
書
で
あ
つ
た
事
が
分
か
る
。

北
本
佐
竹
世
譜
に
つ
い
て

佐
々
木
　
紀
　
一
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又
『
大
成
』
は
義
光
よ
り
、
江
戸
時
代
の
藩
主
義
峯
（
一
六
九
〇
〜
一
七
四
九
）
ま

で
の
嫡
流
部
と
分
流
諸
家
部
よ
り
成
る
系
図
で
、
下
部
に
伝
記
記
事
を
付
す
が
、
全
体

的
に
『
引
証
』
よ
り
記
事
が
少
な
く
纏
ま
つ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
引
用
系
図
名
が
挙
げ
ら

れ
る
中
に
、「
北
蔵
本
ニ
云
」
と
あ
る
の
が
北
本
で
あ
る
。
本
文
は
取
意
文
で
あ
る
事

が
殆
ど
だ
が
、
後
掲
《
例
六
》
の
如
く
、『
引
証
』
の
挙
げ
な
い
引
用
文
が
あ
る
（
10
）。

　

問
題
の
旧
記
本
に
は
奥
書
が
無
い
が
、
構
成
を
見
る
に
、
１
、
佐
竹
世
譜
の
歴
代
部

分
は
義
光
か
ら
義
重
ま
で
で
、
官
名
・
法
号
・
生
没
年
・
妻
室
・
子
供
が
挙
げ
ら
れ
、

嫡
子
以
外
の
子
の
子
孫
の
記
事
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、
更
に
関
連
記
事
、
文
書
が
引
用

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、諸
記
事
が
雑
然
と
し
た
印
象
が
あ
る
。
引
用
文
書
は
貞
義
条
に
、

ⅰ
「
足
利
尊
氏
感
状
案
写
」（
建
武
三
年
九
月
二
十
八
日
）・
ⅱ
「
足
利
尊
氏
下
文
案
」（
建

武
四
年
三
月
二
十
六
日
）・
ⅲ
「
高
師
直
施
行
状
案
」（
同
前
）・
ⅳ
「
高
師
直
施
行
状
案
」

（
貞
和
二
年
五
月
十
七
日
）
が
収
め
ら
れ
る
が
、こ
れ
は
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
清
音
寺
蔵
『
佐

竹
并
諸
家
系
図
』（
以
下
、清
音
寺
本
）・『
佐
竹
系
図
纂
』「
佐
竹
文
書
」（
11
）
に
も
見
え
、

特
に
正
宗
寺
文
書
（
12
）
の
、
永
禄
九
年
の
書
写
と
考
へ
ら
れ
る
後
半
部
に
も
収
め
ら
れ

る
事
が
留
意
さ
れ
る
（
13
）。

　

最
終
記
事
は
、
義
従
（
義
昭
）
の
記
事
の
後
に
、

　
　

一
、
義
重

と
だ
け
あ
り
、
記
事
が
無
い
。
さ
う
す
る
と
戦
国
時
代
の
常
陸
介
義
重
（
一
五
四
七
〜

一
六
一
二
）
が
家
督
を
継
い
だ
永
禄
五
年
（
一
五
六
四
）（
14
）
頃
か
ら
、
そ
の
子
右
京

大
夫
義
宣
（
一
五
七
〇
〜
一
六
三
三
）
の
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
元
服
（
15
）、
或
は

家
督
相
続
迄
の
同
十
七
年
の
間
の
成
立
と
な
る
だ
ら
う
（
16
）。

　

次
に
２
と
し
て
、

　
　

宝
篋
院
殿
義
詮
ノ
御
書
云

　

本
知
行
地
事
、
如
元
不
可
有
相
違
之
状
如
件

　
　
　

貞
治
三
年
十
二
月
三
日　
　
　

御
判

　
　
　
　
　

佐
竹
備
前
守
殿

と
「
足
利
義
詮
御
教
書
写
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
佐
竹
氏
一
門
の
酒
出
氏
伝
来

文
書
を
利
用
し
た
も
の
で
、
先
の
正
宗
寺
文
書
の
前
半
部
で
、
天
文
六
年
書
写
の
南
酒

出
氏
文
書
に
収
め
ら
れ
る
（
17
）。
３
は
山
入
氏
滅
亡
記
事
で
、

前
ニ
書
、
師
義
ノ
子
孫
ノ
時
、
佐
竹
上
総
入
道
常
元
蒙
御
不
審
、
比
企
谷
大
将
法

花
堂
ニ
テ
自
害
ス
、
同
家
人
十
三
人
討
死
、
同
子
孫
一
人

　
　

応
永
廾
九
年
十
月
十
三
日
也　

系
図
終

と
あ
り
、
山
入
与
義
の
自
殺
記
事
は
、『
神
明
鏡
』
同
閏
十
月
十
三
日
条
よ
り
の
引
用

箇
所
で
あ
る
が
（
18
）、
梅
江
斎
関
係
の
『
故
譜
』（
19
）・
清
音
寺
本
に
も
見
え
る
。
波
線

は
貞
義
「
御
子
共
」
の
七
男
師
義
の
記
事
を
指
す
が
、
傍
線
は
北
本
の
系
図
部
が
此
処

で
終
は
る
と
の
意
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
次
に
「
京
都
執
事
補
任
次
第
」
が
あ
る
。
高

師
直
よ
り
細
川
高
国
迄
で
、
こ
れ
は
清
音
寺
本
「
執
事
補
任
次
第
」（
20
）
に
ほ
ぼ
一
致

す
る
が
、旧
記
本
末
尾
の
細
川
高
国
の
後
に
、清
音
寺
本
に
は
二
字
下
げ
て「
細
川
晴
基
」

と
後
補
が
あ
る
。
以
上
、
旧
記
本
が
佐
竹
系
図
群
と
記
事
を
共
有
す
る
事
が
分
か
る
。

　

１
の
佐
竹
歴
代
の
掲
載
範
囲
も
一
致
す
る
が
、
端
的
に
『
引
証
』・『
大
成
』
の
引
用

本
文
が
旧
記
本
に
一
致
す
る
事
が
、
旧
記
本
が
北
本
の
写
本
で
あ
つ
た
と
す
る
判
断
の

根
拠
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
武
田
氏
の
祖
と
な
る
義
清
が
後
に
光
清
と
改
名
し
た

と
あ
る
の
は
、
子
に
清
光
（
21
）
が
居
り
不
審
な
の
だ
が
、『
尊
卑
分
脈
』（
22
）
他
の
中
世

系
図
に
見
え
ず
、
且
つ
佐
竹
系
図
諸
本
中
、
北
本
と
光
明
院
本
と
の
間
で
、
そ
の
本
文

が
一
致
す
る
（
23
）。

　
《
例
一
》
●
『
引
証
』「
義
業
弟
伝
」

　
　
　

○
北
譜
ニ

　
　

義
業

　
　

義
清　

住
甲
斐
国
改
名
シ
テ
光
清
ト
云
、
則
逸
見
武
田
小
笠
原

　
　
　
　
　

一
条
板
垣
等
ノ
先
祖
也

●
『
大
成
』「
義
清
」

更
ニ
ム
名
ヲ
光
清
一
ト
、
号
二
逸
見
冠
者
一
ト
、
武
田
小
笠
原
一
条
板
垣
等
祖
、
住
于

甲
州
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●
旧
記
本
「
義
光
」

　
　

御
子
共
ハ
子
息
進
士
義
業ナ

リ
佐
竹

　

甲
斐
国
義
清
改
名
シ
テ
光
清
ト
云
、
則
逸
見
武
田

　
　

小
笠
原
一
条
板
垣
等
ノ
先
祖
也

　

●
光
明
院
本
「
義
光
」

子
息
進
士
義
業　

甲
斐
国
義
清
改
名
光
清
ト
云
、
則
逸
見　

武
田　

小
笠
原　

板
垣
等
ノ
先
祖
也

　

●
正
宗
寺
佐
竹

　

義
清 

号
武
田
冠
者
又
逸
見
冠
者
、
後
改
名
光
清
、
住
甲
州

　
　
　

 

刑
部
大
補

と
あ
り
、『
大
成
』
が
本
文
を
改
変
す
る
事
、『
引
証
』・
光
明
院
本
が
旧
記
本
文
に
近

似
す
る
が
、
後
者
は
一
部
脱
落
（
傍
線
）
す
る
事
が
分
か
る
。
今
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　
《
例
二
》
●
『
引
証
』「
義
治
」（『
大
成
』
は
大
幅
に
本
文
が
異
な
る
）

　
　

○
北
譜
義
治
条
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

   

未
ノ
年　
　
　
　
　
　

 　

   

戌
年
生　
　
　
　
　

  　

丑
年

　
　
　
　

御
子
ト
モ　
　

竹
宗
義
蔵
主　
　

小
野
大
上　
　

小
場
大
上

　
　
　
　
刁
年　
　
　
　

 

午
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
年

　
　
　
　

義
舜　
　

石
塚
上
妙
久　
　

三
郎
義
武　
　

北
金
吾
〔
申
年
生
〕

　
　
　
　
午
年
生　
　
　
　
　
　
　
　

甲
辰
年
生

　
　
　
　

石
塚
上
昌
寿　
　

東
親
衛

　

●
旧
記
本
「
義
治
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
ノ
年

　
　
　

義
治
ノ
御
子
共　
　

竹
宗
義
蔵
主
〔
此
ノ
御
子
晨
初
西
堂
〕

　
　
　
戌
年
生　
　
　
　
　
　

  

丑
年　
　
　
　
　
　
　

  

刁
年　
　

  

午
年

　
　
　

小
野
大
上　
　

小
場
ノ
大
上　

義
舜　

石
塚
上
妙
久

　
　
　
巳
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
年
生

　
　
　

三
郎
義
武　
　

北
金　
〔
申
年
生
〕　

石
塚
上
昌
寿

　
　
　
甲
辰
年
生

　
　
　

東
親
衛

　

　

●
光
明
院
本
「
義
治
」

　
　
　

御
子
共　

竹
宗
義
蔵
主　

義
舜キ

ヨ　

三
郎
義
武　

　
　
　

北
金
吾
義
宣　

東
親
衛　

義
正　

　

●
正
宗
寺
佐
竹
（
略
記
）

　
　
　
一

　
　

周
義
蔵
主

　
　
　
三

　
　

女

　
　
　
二

　
　

女　
小
場
義
積
室

　
　
　
四

　
　

義
舜

　
　
　
五

　
　

義
武

　
　
　
六

　
　

義
信　
左
衛
門
督　

超
岩
北
左
衛
門
尉
義
武
ノ
名
跡
ト
ナ
ル

　
　
　
七

　
　

女　
別
腹　

右
衛
門
佐
室

　
　
　
八

　
　

政
義　
東
左
近
大
夫
将
監　

天
叟
常
清

と
あ
り
、
北
義
信
と
東
政
義
の
官
の
唐
名
を
挙
げ
る
点
、
光
明
院
本
も
同
じ
だ
が
、
後

者
は
女
子
を
持
た
な
い
。『
引
証
』
は
波
線
部
が
無
く
、
北
義
信
の
「
吾
」
の
字
が
空

白
で
あ
る
。
前
者
は
『
引
証
』
が
略
し
た
と
説
明
出
来
る
が
、
後
者
か
ら
す
る
と
旧
記

本
が
北
義
明
献
上
本
を
誤
る
所
が
あ
る
事
に
な
る
が
、『
引
証
』・『
大
成
』
と
の
比
較

に
拠
れ
ば
、
旧
記
本
が
ほ
ぼ
北
本
の
内
容
を
留
め
る
と
し
て
良
い
と
判
断
さ
れ
る
。

二
、
光
明
院
本
・
旧
記
本
所
引
『
源
威
抄
』
に
つ
い
て

　
《
例
一
》
を
見
る
と
、
光
明
院
本
は
北
本
の
記
事
を
脱
す
る
所
が
あ
り
、
北
本
の
持

つ
諸
子
子
孫
の
記
事
も
な
い
が
、
こ
れ
は
北
本
が
先
出
と
し
て
良
い
。
拙
稿
①
・
②
で
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利
用
し
た
光
明
院
本
所
引
「
源
威
抄
」
を
挙
げ
た
が
、
旧
記
本
・『
源
威
集
』
と
比
較

す
る
事
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
為
で
あ
る
。
以
下
、
旧
記
本
本
文
を
挙
げ
、
本
文
の
有

意
の
相
違
の
み
光
明
院
本
・『
源
威
集
』
と
対
比
す
る
が
、
旧
記
本
文
が
光
明
院
本
・『
源

威
集
』
と
相
違
が
あ
る
場
合
、『
神
明
鏡
』
を
参
照
す
る
（
24
）

　

一
つ
は
拙
稿
②
で
光
明
院
本
を
挙
げ
た
、
１
、
後
三
年
の
役
の
義
光
の
奥
州
下
向
の

記
事
で
あ
る
。

　
《
例
三
》（
旧
記
本
「
義
光
」）

（
上
略
）
源
威
抄
云

義
家
朝
臣
、
武タ

ケ
ヒ
ラ衡

・
家
衡ヒ

ラ
Ａ
退
罰
ニ
奥
州
ニ
下
向
、
永
保
年
中
、
義
光
朝
臣
Ｂ
左

兵
衛
尉
タ
リ
、
于
時
在
京
、
暇
ヲ
申
、
Ｃ
忩
馳
下
可
青
鳥
府
飛
之
間
、
義
光
子
細

ヲ
奏
問
之
処
ニ　

勅
答
云
、
遼
遠
逆
徒
、
義
家
ノ
朝
臣
以
武
略
誅
伐
可
有
、
義

光
朝
臣
Ｄ
朝
家
警
衛
ノ
当
官
ニ
居
テ
、
輙
ク
遠
行
不
可
Ｅ
吽
由
被
仰
下
間
、
迷
惑

千
万
、
雖
然
、
連
枝
志
Ｆ
「
」
難
黙
止
、
愁
傷
ノ
余
リ
、
弦
袋
ヲ
解
キ
窃
ニ
右
近

ノ
Ｇ
「
」
枝
ニ
結
付
、
辞
当
官
Ｈ
〔
左
兵
衛
尉
ノ
義
也
〕
由
ヲ
表
ス
ル
者
也
、
Ｉ
然

者
夜
中
ニ
出
京
、
鞭
ヲ
挙
テ
馳
下
、
Ｊ

兄
ノ
陣
ニ
馳
付
給
フ
、
義
家
喜
悦
ノ
余
リ
、

義
光
ノ
御
手
ヲ
取
リ
感
涙
数
行
、
其
後
、
Ｋ
両
将
廻
武
略
、
度
々
合
戦
ニ
打
勝
テ
、

終
ニ
武
ヒ
ラ
・
家
衡
兄
弟
、
Ｌ
城
エ
追
籠
囲
責
、
亡
給
云
々

（
校
異　

Ａ
光
明
院
本
「
追
」、
Ｂ
『
源
』「
左
衛
門
尉
」、
Ｃ
光
明
院
本
「
可
二

青
鳬フ
ヲ
飛

ト
ハ
ス

一
之
間
」、『
源
』「
忩ソ

ウ

馳ソ
ウ

下
可
レ
令
二
合
力
一
由
、青
鳥
ヲ
飛
ス
」、『
神
』「
暇

ヲ
申
馳
下
テ
可
レ
令
二
合
力
一
之
由
、
飛
青
鳥
ヲ
之
間
」、
Ｄ
『
源
』
な
し
、
Ｅ
光

明
院
本
・『
源
』・『
神
』「
叶
」、
Ｆ
『
源
』「
依
レ
」、『
神
』「
依
」、
Ｇ
光
明
院
本 

「
橘
」、『
源
』・『
神
』「
橘
ノ
」、
Ｈ
光
明
院
本
・『
源
』・『
神
』
な
し
、
Ｉ
光
明
院 

本
・『
源
』「
然
而
」、『
神
』
な
し
、
Ｊ
『
源
』「
兄
ノ
陣
ニ
馳
付
」、『
神
』「
着
陣

シ
玉
シ
カ
ハ
」、
Ｋ
光
明
院
本
な
し
、
Ｌ
『
源
』
な
し
、『
神
』「
城
ニ
」）

　

Ｈ
の
割
書
は
梅
江
斎
の
注
記
か
。
Ｇ
は
光
明
院
本
・
色
川
本
が
本
来
的
で
あ
る
が
、

旧
記
本
が
脱
落
し
た
も
の
か
。
し
か
し
Ｌ
が
『
神
明
鏡
』
と
一
致
す
る
事
、
光
明
院
本

が
Ｊ
を
脱
落
し
て
ゐ
る
事
か
ら
し
て
、
北
本
が
光
明
院
本
よ
り
も
『
源
威
集
』
に
近
く
、

古
態
を
保
つ
。
ま
た
Ｃ
の
「
青
鳥
」
を
光
明
院
本
が
「
青
鳬フ

」
と
す
る
の
は
誤
り
（
25
）。

　

次
に
拙
稿
②
で
光
明
院
本
を
挙
げ
た
、
２
、
奥
攻
の
鎌
倉
軍
勢
揃
で
は
、

　
《
例
四
》
●
旧
記
本
「
秀
義
」

源
威
抄
云
、
頼
朝
文
治
Ａ
五
年
七
月
十
九
日
〔
丁
丑
〕、
奥
州
進
発
三
手
ニ
分
、

所
謂
大
手
頼
朝
、
先
陣
畠
山
重
忠
、
Ｂ
是
ハ
永
承
年
中
ノ
昔
、
頼
義
・
〻
家
、
奥

州
征
罰
ノ
時
、
秩
父
武
綱
ノ
例
也
、
Ｃ
「
御
」
道
ハ
白
川
Ｄ
「
関
」、
東
海
道
八
田

冠
者
知
家
、
小
田
ノ
先
祖
也
、
千
葉
介
常
胤
、
其
外
常
陸
・
下
総
勢
ヲ
卒
ス
、
北

陸
道
ハ
宇
佐
美
ノ
平
次
実
政
・
比
企
藤
四
郎
能
員
、
信
乃
・
越
後
ノ
Ｅ
「
輩
」
也
、

鎌
倉
ノ
御
留
守
、
Ｆ
佐
〻
木
経
高
、
後
任
中
務
丞

（
校
異　

Ａ
光
明
院
本
「
九
」、
Ｂ
光
明
院
本
な
し
、『
源
』「
永
承
昔
、
頼
義
奥

州
征
伐
時
、
秩
父
武
綱
例
也
」、
Ｃ
光
明
院
本
「
押
」、
Ｄ
光
明
院
本
「
也
」、

Ｅ
光
明
院
本
「
軍
兵
」、
Ｆ
光
明
院
本
「
佐
〻
木
経
高
也
」、『
源
』「
佐
〻
木
四

郎
高
綱
任
中
務
丞
」）

と
あ
り
、Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
か
ら
す
る
と
旧
記
本
が
『
源
威
集
』
に
一
致
す
る
。
更
に
Ｆ
は
、

『
源
威
抄
』
が
「
高
綱
」
と
あ
る
の
は
歴
史
的
に
誤
り
で
、『
吾
妻
鏡
』
同
十
七
日
条
及

び
『
故
譜
』
の
一
本
で
、佐
竹
（
宗
家
）
蔵
『
四
家
並
佐
竹
御
家
来
衆
系
図
』
に
就
き
、

「
佐
々
木
ノ
次
良
経
高
後
中
務
丞
」
が
本
来
の
本
文
か
と
し
た
が
（
拙
稿
①
）、
旧
記
本
も

そ
れ
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
が
分
か
る
。
一
方
、
Ｂ
の
「
〻
家
」
が
『
源
威
集
』
古
態
本

文
で
あ
る
か
不
明
。

　

３
、
奥
攻
の
折
の
佐
竹
秀
義
引
見
は
、
２
に
接
続
す
る
が
、
特
に
大
き
な
異
同
・『
源
』

の
訂
正
は
な
い
。

　
《
例
五
》（
旧
記
本
）

頼
朝
、漸
宇
都
宮
着
御
、小
田
橋
ノ
於
路
頭
、始
テ
佐
竹
秀
義
入
レ
見
参
、行
粧
于
時
、

錦
ノ
直
垂
ニ
黒
糸
鎧
、
白
旗
ヲ
指
、
御
旗
ニ
ヒ
ト
シ
キ
ニ
依
テ
五
橋
ノ
扇
ニ
月
出
タ

ル
ヲ
、
秀
義
ノ
旗
ニ
Ａ
「
付
サ
セ
」
ラ
ル
、
其
後
旅
舘
ニ
入
御
ト
云
々

　
（
校
異　

Ａ
光
明
院
本
「
付
ラ
ル
」、『
源
』「
被
レ
付
」）

　

猶
、
取
意
文
で
あ
る
が
、
旧
記
本
「
勝
山
義
重
」
に
、
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（
下
総
守
兼
義
は
）
浄
喜
ニ
ハ
イ
ト
コ
ナ
リ
、
文
和
二
年
二
月
廾
五
日
ニ
東
寺
合
戦

ノ
時
打
死
〔
源
威
抄
ノ
末
ノ
巻
ニ
見
タ
リ
〕、
此
ノ
合
戦
ノ
時
、
那
須
殿
モ
打
死

也
〔
此
時
土
岐
・
佐
竹
・
小
田
ハ
一
手
ニ
ナ
ル
〕

が
あ
る
。

　

以
上
、旧
記
本
が
光
明
院
本
よ
り
、『
源
威
集
』
に
近
く
、古
態
を
保
つ
と
し
て
良
く
、

拙
稿
①
・
②
を
改
め
て
、『
源
威
集
』
対
照
本
文
は
、
光
明
院
本
で
は
な
く
、
北
本
の

写
本
で
あ
る
旧
記
本
に
拠
る
事
と
す
る
。

　

後
出
で
あ
る
光
明
院
本
に
は
増
補
・
改
変
記
事
が
あ
る
。

　
《
例
六
》
●
旧
記
本
「
義
業
」

佐
竹
追
罰
ノ
宣
旨
ハ
崇
徳
天
王
康
和
元
年
己
卯
年
也
、
ｐ
是
ハ
義
家
嫡
男
ニ
対

馬
守
義
親
ノ
ム
ホ
ン
ノ
時
、
佐
竹
同
心
ノ
故
也
、
打
手
ノ
大
将
軍
ハ
足
利
式
部

大
夫
義
国
也
、
義
国
ハ
義
親
ノ
弟
也
、（
中
略
）
ｑ
先
勢
ノ
大
将
ハ
小
原
ノ
里
見

殿
也
、
追
伐
不
成
シ
テ

両
将
関
東
在
留
也

　

●『
大
成
』「
義
業
」

北
蔵
本
ニ
曰
、
追
二
討
ノ
佐
竹
一
ヲ
之　

宣
旨
ハ
康
和
元
年
己
卯
也
、
令
レ
足
利
大

輔
源
義
国
一
ヲ
為
中
大
将
軍
上
、
而
小
原
里
見
為
二
前
将
軍
一
、
不
レ
能
レ
克
レ
ツ
ヿ

之

ニ
、
両
将
留
二
次
ニ
于
関
東
一
ニ

　

●
光
明
院
本
「
義
業
」

佐
竹
追
罰
ノ
宣
旨
ハ
堀
川
天
皇
御
宇
康
和
元
年
己
卯
ノ
年
也
、
是
ハ
義
家
嫡
男

ニ
対
馬
守
義
親
謀
反
時
、
佐
竹
モ
同
心
之
故
也
、
打
手
ノ
大
将
軍
ニ
ハ
足
利
式

部
太
輔
義
国
也
、
義
国
ハ
義
親
ノ
弟
也
（
中
略
）
先
勢
ノ
大
将
ニ
ハ
小
原
ノ
里

見
殿
也
、
追
伐
不
成
ニ
両
将
関
東
ニ
在
留
也
〔
義
親
打
手
ノ
大
将
ニ
ハ
因
幡
守

平
ノ
正
盛
ヲ
被
向
誅
之
畢
〕

と
あ
る
が
、
波
線
は
光
明
院
本
の
増
補
、
二
重
線
部
は
史
実
の
訂
正
と
言
ふ
事
に
な
る
。

　

三
、
正
宗
寺
本
佐
竹
と
色
川
本
書
入
記
事
に
つ
い
て

　

先
の
《
例
六
》
に
相
当
す
る
正
宗
寺
佐
竹
記
事
を
見
る
に
、
二
重
線
部
が
「
堀
川
天

皇
」
で
、
義
親
脇
書
に
「
打
手
ノ
大
将
ハ
因
幡
守
平
正
盛
」
と
あ
る
か
ら
、
同
本
が
光

明
院
本
に
近
い
事
が
分
か
る
。
正
宗
寺
佐
竹
は
清
和
天
皇
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
の
秋

田
藩
主
佐
竹
義
処
子
の
義
林
迄
続
く
が
、
嫡
流
兄
弟
、
更
に
は
義
国
流
系
図
を
も
含
む
。

　
《
例
七
》
●
正
宗
寺
佐
竹

忠
義
佐
竹
太
郎
、
ｍ
治
承
中
大
矢
橋
打
死
、
ｎ
治
承
合
戦
為
源
二
位
殿
打
死
、
ｏ
平
家
四
之
巻
五
之
巻
ニ
太
郎
殿
ノ
事
ア
リ

を
見
る
に
、
ｍ
と
ｎ
で
打
死
記
事
が
重
複
す
る
。
ｍ
が
旧
記
本
・
清
音
寺
本
・
酒
出
本

に
近
似
し
、ｎ
と
ｏ
は
『
佐
竹
家
伝
』
に
一
致
す
る
様
に
、他
の
佐
竹
系
図
群
・『
吾
妻
鏡
』

を
併
記
す
る
雑
纂
本
で
あ
る
（
26
）。

　

色
川
本
の
系
図
本
体
の
歴
代
は
正
宗
寺
佐
竹
に
同
じ
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
嫡
子
の

み
の
嫡
子
系
図
で
、脇
書
記
事
も
含
め
て
『
諸
家
系
図
纂
』
八
之
一
「
佐
竹
系
図
三
編
」

の
一
番
目
（
内
閣
文
庫
蔵
）・『
佐
竹
系
図
纂
』
所
収
の
一
番
目
の
「
佐
竹
」
と
あ
る
系

図
に
近
い
。
こ
れ
は
、『
引
証
』「
追
考
」の「
水
戸
府
所
蔵
佐
竹
系
図
纂
ヲ
取
用
ル
事
」に
、

○
最
初
ノ
系
図
ハ
鑑
照
院
殿
義
隆
公
御
代
、
寛
永
年
中
公
儀
ヘ
書
上
ラ
ル
ヽ
系
図

ニ
シ
テ
、
而
シ
テ
水
戸
ニ
於
テ
歟
、
行
義
公
・
義
盛
公
・
義
重
公
御
三
人
ニ
粗
伝

ヲ
書
加
ヘ
テ
、
頼
義
公
以
前
義
宣
公
以
来
ヲ
書
加
ヘ
タ
ル
ナ
リ

と
あ
り
、
寛
永
呈
譜
本
に
増
補
し
て
成
立
し
た
と
あ
る
（
27
）。
三
系
図
と
も
に
義
林
の

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
二
月
の
侍
従
任
官
（
28
）
の
記
事
が
最
新
で
、
義
林
の
名
乗
は

天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
二
月
か
ら
で
（『
国
典
』
吉
部
一
「
御
元
服
」）、
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
十
二
月
に
義
苗
と
改
名
し
た
か
ら
（『
国
典
』
吉
部
一
「
御
名
乗
御
判
」）、

系
図
の
成
立
は
そ
の
間
の
成
立
で
あ
ら
う
。
色
川
本
の
書
入
は
当
然
そ
の
後
で
、
冒
頭

に
「
朱
書
正
宗
寺
一
本
」
と
あ
る
の
が
、正
宗
寺
佐
竹
に
一
致
す
る
書
入
部
分
で
あ
る
。

　

正
宗
寺
佐
竹
・
色
川
本
書
入
の
光
明
院
本
・
北
本
近
似
記
事
を
見
る
に
、

　
《
例
八
》
●
正
宗
寺
佐
竹
「
義
光
」

源
威
抄
云
、
永
保
中
、
兄
義
家
征
奥
州
時
、
義
光
為
左
兵
衛
尉
、
奏
請
従
征
、
勅
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曰
、
兇
賊
、
近
将
為
義
家
尽
僵
、
汝
宜
奉
官
警
衛
宮
庭
、
義
光
憂
之
、
乃
解
弦
袋
、

結
之
右
近
橘
樹
枝
上
、
窃
擬
解
官
之
意
、
夜
奔
従
兄
、
終
与
兄
亡
武
衡
・
家
衡
（
色

川
本
同
）

と
あ
る
が
、
前
掲
《
例
三
》
の
『
源
威
集
』
の
取
意
文
で
あ
る
か
ら
、
光
明
院
本
・
旧

記
本
に
先
立
つ
と
す
る
必
要
は
無
い
（
前
掲
《
例
二
》
で
も
、
北
義
信
と
東
政
義
の
実

名
を
挙
げ
る
正
宗
寺
佐
竹
か
ら
、
光
明
院
本
・
旧
記
本
が
そ
れ
を
唐
名
の
み
に
改
め
る

事
も
考
へ
ら
れ
な
い
だ
ら
う
）。
且
つ
正
宗
寺
佐
竹
の
脱
落
部
ａ
が
、
色
川
本
書
入
に

於
い
て
正
し
い
事
が
分
か
る
。
更
に
、

　
《
例
九
》
●
正
宗
寺
佐
竹
「
秀
義
」

　

又
秀
義
ノ
伝
ニ
奥
州
征
伐
ノ
事
ア
リ

文
治
五
ａ〔
又
作
九
〕
年
七
月
廿
一
日
ｂ
〔
又
作
十
九
日
〕、
三
手
ニ
分
、
大
手
頼
朝
、

先
陣
畠
山
重
忠
、押
道
ハ
白
川
也
、東
海
道
ハ
八
田
知
家
・
千
葉
常
胤
、其
外
常
陸
・

下
総
勢
引
、
北
陸
道
ハ
宇
佐
美
平
次
実
政
・
比
企
藤
四
郎
能
員
、
信
濃
・
越
後
兵

也
、
鎌
倉
留
主
ハ
佐
〻
木
経
高
也
ｃ
「
」、
ｄ
引
源
威
集
大
意
同
（
色
川
本
書
入
ａ
・

ｄ
な
し
、
ｂ
「
云
々
」、
ｃ
「
云
々
」）

の
波
線
部
が
、
些
細
な
が
ら
《
例
四
》
と
の
比
較
の
通
り
、
北
本
で
は
な
く
、
光
明
院

本
に
一
致
・
近
似
す
る
事
が
分
か
る
。
ま
た
、

　
《
例
十
》
●
正
宗
寺
佐
竹
「
大
膳
大
夫
義
篤
子
義
昌
」

　
　
　

義
昌　

初
昭
通
、
三
郎
義
通
府
中
ニ
養
シ
テ
大
掾
昌
幹
ト
云
、
辞
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
、
山
能
ヲ
継
山
能
義
昌
ト
云
、
ａ
山
能
（
色
川
本
書
入
ａ
な
し
）

　

●
光
明
院
本
「
大
膳
大
夫
義
篤
子
」

三
郎
昭
通
、
後
、
義
通
ト
云
、
府
中
大
丞
ニ
任
ル
時
、
昌
幹
ト
云
、
大
丞
ヲ
辞
シ

テ
山
能
義
昌
ト
云

の
傍
線
は
北
本
の
後
掲
《
例
十
七
》
に
見
え
な
い
。

　

問
題
は
光
明
寺
本
と
一
致
す
る
記
事
が
色
川
本
書
入
に
あ
り
、
正
宗
寺
佐
竹
に
な
い

例
の
あ
る
事
で
あ
る
。

　
《
例
十
一
》
●
色
川
本
書
入
「
浄
喜
義
厚
」

　
　
　

此
御
代
筑
紫
多
田
浜
御
一
戦
、
京
ノ
東
寺
合
戦
迄
被
合
ト
云
々

　

●
光
明
院
本
「
浄
喜
義
篤
」

　
　
　

此
代
ニ
ハ
築
柴
多
田
良
ノ
浜
御
一
戦
、
京
ノ
東
寺
ノ
合
戦
迄
被
合
ト
云
々

　

●
旧
記
本
「
浄
喜
義
篤
」

此
代
ニ
ハ
築
紫
多
田
浜
御
一
戦
、
京
ノ
東
寺
合
戦
迄
、
被
合
、
太
平
記
・
源
威

抄
ニ
見
タ
リ

が
そ
の
例
で
、
色
川
本
書
入
が
光
明
院
本
の
「
多
田
良
」
に
よ
り
訂
正
し
な
か
つ
た
事

が
不
審
で
あ
る
が
、
正
宗
寺
佐
竹
に
は
当
該
記
事
が
な
い
。

　
《
例
十
二
》
●
色
川
本
書
入
「
右
京
大
夫
義
宣
」

　
　
　

慶
長
十
九
年
冬
、
大
坂
御
陣
高
名
、
日
本
一
番
ノ
鑓
ト
云
々

　

●
光
明
院
本
「
右
京
大
夫
義
宣
（
二
）」

　
　
　

慶
長
十
九
年
之
冬
、
於
大
坂
御
陣
ニ
高
名
、
日
本
一
番
之
鑓
ト
云
々

を
見
る
に
、
旧
記
本
・
正
宗
寺
佐
竹
に
は
見
え
な
い
記
事
だ
か
ら
、
色
川
本
書
入
は
光

明
院
本
に
近
似
す
る
。
さ
す
れ
ば
《
例
八
》
の
ａ
の
脱
落
も
さ
う
だ
が
、
現
存
の
正
宗

寺
佐
竹
が
脱
落
す
る
以
前
の
写
本
に
、
色
川
本
書
入
が
依
拠
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
。

色
川
本
書
入
「
右
京
大
夫
義
宣
」
の
、

　
　

自
昌
義
至
義
宣
居
太
田
城
、
凡
二
十
世
二
百
三
十
余
年
、
慶
長
中
始
移
水
戸

と
あ
る
記
事
は
、『
佐
竹
家
伝
』
の
、

一
、
太
田
古
御
城
者
、
佐
竹
冠
者
昌
義
、
延
文
年
中
御
築
被
成
候

一
、
太
田
ニ
御
在
城
、
昌
義
ゟ
義
宣
迄
廾
代
、
慶
長
年
也
、
弐
百
卅
年
余
御
持
被

成
候

に
近
い
。
前
述
し
た
が
正
宗
寺
佐
竹
は
『
佐
竹
家
伝
』
を
利
用
す
る
か
ら（
29
）、
此
処

で
も
現
存
正
宗
寺
佐
竹
以
前
の
系
図
の
存
在
の
可
能
性
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
目
下
、
未

勘
と
し
て
、
正
宗
寺
佐
竹
・
色
川
本
書
入
は
光
明
院
本
の
末
流
本
で
あ
る
事
の
指
摘
に

留
め
た
い
。
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四
、
北
本
の
成
立
と
独
自
記
事
に
つ
い
て

　

北
本
に
は
前
掲
の
通
り
、
他
の
佐
竹
系
図
群
と
共
通
す
る
記
事
が
あ
る
。《
例
六
》

の
中
略
部
分
の
佐
竹
昌
義
追
討
の
為
の
源
義
国
足
利
下
向
記
事
は
、
室
町
時
代
の
諸
書

に
見
ら
れ
る
が
（
30
）、
梅
江
書
写
の
『
佐
竹
家
伝
』・
酒
出
本
も
こ
れ
に
近
い
記
事
を
持 

つ
。
梅
江
関
係
系
図
（
拙
稿
②
参
照
）
の
成
立
を
見
る
に
、『
佐
竹
家
伝
』
は
大
膳
大

夫
義
篤
（
永
正
四
年
〔
一
五
〇
七
〕
〜
天
文
十
四
年
〔
十
五
四
五
〕）
の
没
年
が
記
さ

れ
る
が
、
肩
書
（
大
膳
大
夫
義
篤
室
の
岩
城
重
隆
女
に
「
永
禄
二
年
三
月
五
日
逝
」
と

あ
る
）、
及
び
代
々
書
に
続
く
雑
記
記
事
（「
永
禄
二
年
迄
」（「
正
宗
寺
」）・「
永
禄
二

年
季
春
竹
閑
首
座
誌
也
」（「
実
定
」）
と
あ
る
事
か
ら
す
る
と
、
最
終
的
な
成
立
は
永

禄
二
年
（
一
五
五
八
）
か
（
末
尾
の
義
宣
の
関
係
記
事
は
後
補
で
あ
ら
う
）。
宇
留
野

本
は
、奥
に
天
文
二
十
四
年
、竹
閑
斎
書
写
と
あ
る
。
佐
竹
当
主
が「
義
従〔
改
名
義
昭
〕」

と
あ
り
、
次
の
天
文
六
年
書
写
の
酒
出
本
で
は
童
名
で
記
載
さ
れ
る
か
ら
、
義
従
の
名

乗
は
そ
れ
以
降
で
、
義
昭
の
実
名
は
天
文
十
九
年
に
見
え
る
訳
で
（
31
）、
改
名
は
そ
の

間
に
な
る
か
ら
、
奥
書
の
年
号
を
信
じ
て
良
い
だ
ら
う
。

　

酒
出
本
は
「
天
文
三
年
九
月
廾
三
日　

書
写
」
の
奥
書
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
若
子
ノ
童
名

　
　
清
寿
丸　

徳
寿
丸
殿

　
　

義
篤

若
子

と
、
義
従
（
義
昭
）（
一
五
三
一
〜
六
五
）
の
童
名
が
記
さ
れ
る
事
も
符
合
す
る
が
、

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
酒
出
氏
当
主
基
親
の
死
の
記
事
が
あ
る
か
ら
、
佐
々
木
倫

朗
氏
は
、
こ
れ
は
元
奥
書
で
実
際
の
書
写
は
下
が
る
と
す
る
（
32
）。

　

享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
写
の
奥
書
を
持
ち
、
梅
江
加
筆
が
あ
る
と
さ
れ
る
清
音
寺

本
は
、

　
　

義
従

義
重

　
　
徳
寿
丸
改
名
昭

　
　
義
昭
永
禄
八
霜
三
日
卅
五
歳

　
　
遠
行

と
義
重
ま
で
記
さ
れ
、
別
に
義
昭
と
常
陸
介
義
重
兄
弟
の
系
譜
を
付
載
す
る
。『
故
譜
』

の
京
公
方
家
は
、

　
　
　
　

 

永
禄
八
才
五
月
十
九
日
、
三
善
筑
前
下
風
ノ
松
長
弾
正
逆
心
ヲ
申
間
御
生
害
、

　
　

義
藤 

改
名
義
輝
行
年
卅
才

と
あ
り
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
の
そ
の
横
死
記
事
が
あ
り
、
次
の
義
栄
（
永
禄

十
一
年
〔
一
五
六
八
〕
二
月
よ
り
在
職
）・
義
昭
（
永
禄
十
一
年
〔
一
五
六
八
〕
十
月

よ
り
在
職
）
が
記
さ
れ
な
い
。
し
か
し
同
書
の
「
佐
竹
紹
図
」
で
は
、

　
　
徳
寿
丸
、
次
ー　

母
ハ
宮
山

　
　

義
重

　

義
宣
徳
寿
丸

と
、
右
京
大
夫
義
宣
ま
で
記
さ
れ
る
。
義
重
・
義
宣
の
官
途
が
見
え
な
い
か
ら
（
33
）、

義
重
の
官
途
成
以
前
に
成
立
し
、
義
宣
の
官
途
成
以
前
に
加
筆
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る

か
。
ま
た
「
佐
竹
代
々
浄
喜
以
来
名
乗
撰
」
で
も
義
宣
が
見
え
る
が
、
清
音
寺
本
の
同

部
で
は
義
重
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
酒
出
氏
の
系
図
部
を
見
る
に
、
基
親
の
子
迄
掲
載
さ

れ
る
か
ら
、『
目
録
』
が
記
す
様
に
（
拙
稿
②
）、
後
代
の
加
筆
部
分
が
あ
り
、
梅
江
の

置
筆
時
期
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
か
ら
す
る
と
北
本
の
成
立
は
『
佐
竹
家

伝
』・
宇
留
野
本
成
立
よ
り
後
で
、
そ
の
他
の
系
図
記
事
の
利
用
の
可
能
性
も
考
へ
ら

れ
る
が
、
そ
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
佐
竹
家
伝
』
よ
り
後
出
と
云
ふ
事
に
成
る
《
例
六
》
の
佐
竹
討
伐
の
対
象
は
、
他

の
伝
承
で
は
昌
義
で
、
秋
山
敬
氏
（
34
）・
高
橋
修
氏
（
35
）
が
指
摘
す
る
、
常
陸
平
氏
と

藤
姓
足
利
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
源
氏
の
源
義
光
と
源
義
国
を
引
き
い
れ
た
長
期
の
「
関

東
乱
逆
」
に
源
を
発
し
て
、
且
つ
足
利
氏
成
立
を
説
明
す
る
伝
承
の
一
つ
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
追
討
理
由
を
昌
義
と
義
親
の
同
心
故
と
す
る
の
は
『
佐
竹
家
伝
』
に
見
え

る
が
、
北
本
で
は
佐
竹
討
伐
が
義
業
の
代
と
さ
れ
る
の
が
独
自
記
事
で
あ
る
。

　

確
か
に
正
盛
に
よ
り
梟
首
さ
れ
た
後
も
、
関
東
、
ま
た
常
陸
で
も
自
称
義
親
が
存
在

し
（
36
）、「
滅
亡
彼
国
」（『
中
右
記
』
元
永
元
年
二
月
五
日
条
）
と
あ
る
程
の
騒
擾
が

あ
つ
た
様
だ
が
、
北
本
は
単
に
時
代
錯
誤
を
改
め
た
も
の
か
。
北
本
の
独
自
記
事
の
成

佐々木／北本佐竹世譜について
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立
が
問
題
と
な
る
所
で
あ
る
が
、
旧
記
本
が
持
つ
、
六
条
顕
季
と
源
義
光
の
所
論
説
話

は
、
先
の
《
例
六
》
の
義
光
の
記
事
の
次
に
掲
載
さ
れ
（
37
）、

　
《
例
十
三
》

又
云
、
六
条
修
理
大
夫
顕
季
卿
、
東
国
ニ
庄
ヲ
沙
汰
シ
玉
フ
ニ
、
刑
部
丞
従
五
位

下
源
義
光
、
此
庄
有
由
緒
一
ト
号
シ
テ
、
互
ニ
沙
汰
、
両
人
論
シ
、
此
庄
ヲ
及
問
注
ニ
、

顕
季
思
居
ハ
、
彼
ノ
義
光
ハ
死
生
ヲ
不
知
夷
也
、
其
ノ
上
、
後

（
マ
マ
）庄
命
ヲ
カ
ケ
タ
ル

由
ヲ
申
、
我
ハ
此
庄
ナ
シ
共
、
不
可
事
欠
、
無
道
理
讎
ヲ
ハ
、
徳
報
ス
ル
ト
云
事

ア
リ
、
只
一
向
ニ
彼
ニ
避
ナ
ン
ト
テ
、
文
シ
テ
召
二
義
光
一
、
タ
ビ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、

誠
喜
愉
ニ
二
字
ヲ
義
光
書
シ
テ
奉
リ
ケ
リ
、
其
後
、
顕
季
、
内
裡
エ
参
給
テ
、
夜

深
テ
皈
玉
フ
ニ
、
跡
ノ
程
ニ
、
甲
冑
ノ
物
具
ノ
者
、
或
ハ
五
六
人
、
或
七
八
人
計

見
エ
ケ
ル
ヲ
、
物
者
ソ
ト
問
ハ
、
是
ハ
義
光
ノ
ヲ
ン
許
ヨ
リ
、
ヲ
ン
兵
士
仕
ト
云

去
也
ト
申
ケ
レ
ハ
、
顕
季
被
思
ケ
ル
ハ
、
能
ク
コ
ソ
避
ニ
ケ
レ
、
是
迄
思
寄
ケ
ル

モ
ノ
ヲ
、
此
庄
ヲ
、
サ
ケ
ザ
リ
セ
ハ
悪
カ
リ
ナ
マ
シ
ト
ゾ
、
㐂
給
ケ
ル
ト
云
々

と
あ
り
、本
文
に
欠
陥
が
あ
る
が
、こ
れ
は
『
五
常
内
義
抄
』
よ
り
の
引
用
で
あ
る
（
38
）。

ま
た
後
藤
丹
治
氏
が
『
大
成
』
に
よ
り
、
佐
々
木
氏
に
伝
来
す
る
宇
治
川
渡
河
の
際
の

綱
切
の
太
刀
説
話
の
類
話
と
し
て
挙
げ
る
が
（
39
）、
こ
れ
は
北
本
「
秀
義
」
に
あ
つ
た

記
事
で
、

　
《
例
十
四
》

次
男
六南

郎酒

義出

茂モ
チ

、
此
義
茂
ハ
、
宇
治
ノ
巻マ

キ

嶋
ノ
先
陣
ツ
ナ
キ
リ
重
代
ト
云
刀
ハ
、

町
田
ノ
家
エ
渡

と
あ
る
の
が
淵
源
で
あ
る
。
義
茂
が
宇
治
合
戦
で
敵
を
討
つ
た
事
は
『
吾
妻
鏡
』
承
久

三
年
六
月
十
八
日
条
の
合
戦
注
文
に
見
え
る
が
、
渡
河
先
陣
は
『
吾
妻
鏡
』・『
承
久
記
』

諸
本
に
見
え
ず
、
素
よ
り
確
認
出
来
な
い
。
寧
ろ
こ
れ
は
観
智
院
本
『
銘
尽
』「
正
恒
」 

に
、「
足
利
又
太
郎
忠
綱
宇
治
河
の
合
戦
の
時
、
是
を
帯
す
、
縄ツ
ナ

切
云
々
」（
40
）
に
も

窺
へ
る
の
だ
が
、
銘
刀
「
綱
切
」
伝
説
生
成
の
一
例
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。

　

こ
の
様
に
北
本
に
は
他
の
佐
竹
系
図
群
に
は
見
え
な
い
記
事
を
指
摘
で
き
る
物
の
、

殆
ど
そ
の
成
立
、
或
は
個
別
の
契
機
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
問
題
と
成
る

の
は
冒
頭
の
『
引
証
』
で
、
中
村
光
得
が
北
本
の
史
料
的
価
値
を
評
価
し
た
箇
所
で
あ

ら
う
。
旧
記
本
を
挙
げ
る
と
、

　
《
例
十
五
》

嫡
佐
竹
太
郎
忠
義
ハ
、
大
承
ノ
家
断
ル
時
、
弟
ノ
四
郎
隆
義
ニ
佐
竹
ノ
家
ヲ
渡
、
我

ハ
府
中
エ
移
リ
、任
大
承
、忠
義
ハ
御
子
四
人
ア
リ
、ｘ
忠
ノ
字
ハ
大
承
ノ
家
ノ
字
也
、

幹
ノ
字
モ
国
ノ
字
モ
、ｙ
忠
義
ハ
又
京
ニ
最
愛
ノ
室
ヲ
持
玉
フ
、忠
義
為
源
二
位
殿
、

ｚ
治
承
年
中
ニ
大
「
」
橋
ニ
テ
打
死
（
41
）

の
、
佐
竹
忠
義
が
常
陸
大
掾
を
継
い
だ
為
、
四
男
の
隆
義
が
佐
竹
氏
の
家
督
を
継
い
だ

と
す
る
説
で
あ
る
。
ｙ
は
『
故
譜
』「
佐
竹
紹
図
」
の
、

　
《
例
十
六
》

　
　
　
　
　
　
　
　

義
衡
三
人
ワ
京
都
ニ
腹
ア
リ

　
　
　
　
佐
竹
太
郎　

舎
弟
ノ
六
郎
義
弘
為
養
子

　
　

忠タ
ヾ

義

　
　
　
　
　
　
　
　
号
国
分

　
　
　
　
治
承
打
死　

判
官
義
実

　
　
　
　
　
　
　
　

承
明
門
院
判
官
代
教
義

と
あ
る
傍
線
部
と
関
係
が
あ
り
、
ｚ
は
前
掲
し
た
通
り
、
他
の
佐
竹
系
図
に
近
似
記
事

が
見
え
る
。
所
が
問
題
記
事
及
び
ｘ
が
他
に
未
確
認
で
、
義
昭
ま
で
の
代
々
書
で
、「
天

英
様
御
書
古
写　

壱
通
」
と
袖
書
に
あ
る
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
『
御
当
家
御
系
図
』（
Ａ

Ｓ
二
八
八
・
二

－

六
〇
）
に
、

　
　

太
郎
忠
義
〔
任
大
丞
、
弟
ノ
四
郎
ニ
、
カ
ト
ク
ユ
ヅ
ル
〕

と
あ
る
記
事
が
、
北
本
に
一
部
一
致
す
る
の
み
。

 

ｘ
で
大
掾
家
の
諱
字
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
氏
の
族
人
に
は
、
平
安
時
代
後
期
よ
り

「
幹
」
の
字
が
片
諱
に
確
認
さ
れ
る
が
、「
忠
」
字
は
確
認
出
来
な
い
。
対
し
て
「
国
」

は
南
北
朝
時
代
の
「
詮
国
」（
42
）
よ
り
歴
代
に
散
見
し
、「
憲
国
」
は
佐
竹
氏
よ
り
大
掾

家
に
入
つ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
（
43
）、
ｘ
は
少
な
く
共
、
南
北
朝
時
代
以
降
の
成
立
と

な
る
が
、
そ
れ
を
当
該
記
事
の
成
立
と
同
時
と
断
定
出
来
な
い
。

　

治
承
四
年
の
佐
竹
合
戦
は
『
吾
妻
鏡
』
に
記
事
が
載
る
が
、
大
矢
橋
で
謀
殺
さ
れ
た
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人
物
を
「
太
郎
義
政
」
と
す
る
点
、
北
酒
出
本
・『
源
平
闘
諍
録
』（
44
）
の
忠
義
と
異
な

る
の
だ
が
、
こ
の
義
政
は
誤
り
と
し
て
も
、

進
発
常
陸
国
給
、
是
為
追
討
佐
竹
冠
者
秀
義
也
（『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
月

二
十
七
日
条
）

と
、攻
撃
対
象
が
秀
義
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
以
降
の
金
砂
合
戦
以
降
も
続
く
敵
対
か
ら
、

『
吾
妻
鏡
』
が
主
敵
を
秀
義
と
認
識
し
た
為
の
筆
法
と
解
す
る
余
地
を
否
定
出
来
な
い

が
、

冠
者
秀
義
者
、
其
従
兵
軼
於
義
政
、
亦
父
四
郎
隆
義
在
平
家
方
、
旁
有
思
慮
、
無

左
右
称
不
可
参
上
、
引
込
于
当
国
金
砂
城
（
同
十
一
月
二
日
条
）

と
あ
り
、
秀
義
は
籠
城
の
別
行
動
を
取
る
が
、
兵
力
が
義
政
よ
り
も
優
つ
て
ゐ
た
と
す

る
。
更
に
金
砂
城
落
城
後
は
、

　
　

被
収
公
秀
義
領
所
常
陸
国
奥
七
郡
、
并
太
田
・
糟
田
・
酒
出
等
所
々
（
同
八
日
条
）

と
あ
り
、
こ
れ
が
義
政
（
忠
義
）
誅
殺
以
降
、
必
然
的
に
秀
義
に
所
有
が
移
つ
た
と
解

し
て
の
後
代
の
記
述
で
な
い
な
ら
ば
、
奥
七
郡
は
秀
義
の
所
領
で
、
同
人
が
佐
竹
氏
の

嫡
流
で
あ
つ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
は
こ
の
時
の
常
陸
平
氏
の
関
与
は
見
え
な
い
が
、前
述
し
た
「
関

東
乱
逆
」
で
、
義
光
が
常
陸
平
氏
の
重
幹
と
常
陸
で
共
闘
し
て
を
り
（
45
）、
そ
の
子
佐

竹
昌
義
が
常
陸
平
氏
の
吉
田
清
幹
女
を
母
と
し
（
46
）、
そ
の
子
義
宗
母
も
「
平
扶
幹
女
」

（
北
酒
出
本
）
と
あ
り
、
一
族
女
性
を
母
と
す
る
事
か
ら
す
る
と
（
拙
稿
③
）、
常
陸
平

氏
が
代
々
佐
竹
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

正
に
『
源
平
闘
諍
録
』
に
は
、
こ
の
時
、
佐
竹
忠
義
が
足
利
俊
綱
と
連
携
す
べ
く
、

下
野
に
出
兵
し
た
と
あ
る
記
事
に
、

然
程
ニ
常
陸
源
氏
佐
竹
ノ
太
郎
忠
義
ヲ
為
二
シ
テ
大
将
軍
一
ト
、
与
力
ノ
輩
、
下シ
モ

妻ツ
マ
ノ

四
郎
広
幹
・
同
舎
弟
東
条
ノ
五
郎
貞
幹
・
鹿
嶋
権
守
成
幹
・
小
栗
ノ
十
郎
重
成
・

豊
田
太
郎
頼
幹
等
ヲ
為
始
一
ト
、
二
万
余
騎
自
常
陸
国
一
、
発
向
下
野
国
一
へ
（
五 

「
佐
竹
太
郎
忠
義
被
生
取
梶
原
事
」）

と
、
忠
義
と
常
陸
平
氏
の
主
要
一
族
が
軍
事
行
動
を
共
に
し
て
ゐ
た
と
す
る
記
載
が
あ

る
。

　

常
陸
平
氏
の
系
譜
は
諸
系
図
で
、
異
動
が
あ
る
が
、
常
陸
平
氏
七
流
の
祖
が
挙
げ
ら

れ
て
ゐ
る
事
が
分
か
る
。

　
『
常
陸
大
掾
系
図
』（
適
宜
略
記
）（
47
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
気
太
郎　
　

太
郎

　
　

繁
幹

致
幹

直
幹

義
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
妻
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
條
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
幹

　
　
　
　
　
　
吉
田
次
郎

　
　
　
　
　

清
幹

盛
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
島
三
郎
肥
前
権
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
佐
竹
義
業
妻
昌
義
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
太
郎　
　

   

同
四
郎

　
　
　
　
　

政
幹

幹
重

【
頼
幹
】

　
　
　
　
　
　
小
栗
五
郎　
　

 

同
五
郎　
　
　

 

同
十
郎　

　
　
　
　
　

重
家

重
義

重
成

　

そ
こ
に
肝
心
の
嫡
流
の
義
幹
が
見
え
な
い
が
、野
口
実
氏
が
指
摘
す
る
様
に
（
48
）、『
源

平
闘
諍
録
』
に
こ
の
時
、
東
下
す
る
官
軍
の
先
遣
と
し
て
下
向
し
た
と
さ
れ
る
、

先
陣
ノ
押
領
使
ハ
常
陸
国
住
人
佐サ

谷ヤ
ノ
次
郎
義
幹モ

ト

・
上
総
国
住
人
印
東
次
郎
常
茂
也

（
五
「
権
亮
維
盛
於
討
手
使
東
国
下
向
事
」）

の
義
幹
が
「
多
気
太
郎
義
幹
」（
49
）
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
。
然
る
に
、
次
の
『
吉
記
』

安
元
二
年
六
月
十
八
日
条
流
人
召
還
記
事
の
、

　
　

殺
害
父
母
之
者
〔
常
陸
国
司
訴
申
能
幹
事
歟
〕（
50
）

の
、
能
幹
を
常
陸
平
氏
嫡
流
の
多
気
義
幹
と
す
る
と
、
常
陸
平
氏
の
嫡
流
多
気
氏
内
部

に
、
源
平
合
戦
以
前
、
内
紛
が
あ
り
、
国
衙
と
協
働
し
た
佐
竹
氏
の
介
入
の
可
能
性
を
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指
摘
出
来
る
。
何
故
な
ら
ば
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
に
、
常
陸
国
中
郡
庄
を
乱
妨
し

た
庄
司
大
中
臣
経
高
の
召
喚
を
国
司
庁
宣
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
の
は
、「
佐
竹
冠
者
昌

義
・
同
男
雅
楽
助
大
夫
義
宗
・
在
庁
等
」（『
吉
記
』
同
三
月
十
四
日
条
）
で
あ
つ
た
か

ら
で
あ
る
（
51
）。

　

先
の
『
源
平
闘
諍
録
』
で
、
都
に
も
知
ら
れ
た
多
気
（
52
）
を
義
幹
が
称
し
て
ゐ
な
い

事
と
関
連
付
け
る
と
、
治
承
四
年
当
時
、
義
幹
は
多
気
の
嫡
流
よ
り
外
れ
て
ゐ
た
事
に

な
る
か
。
ま
た
忠
義
の
府
中
へ
の
進
出
も
、
前
掲
《
例
十
六
》
の
『
故
譜
』
の
忠
義
養

子
に
、
国
分
を
名
字
と
す
る
義
弘
が
見
え
（
拙
稿
③
）、「
よ
し
ヒ
ロ
国
分
ニ
住
ス
」
と

す
る
系
図
が
あ
る
様
に
（
53
）。
こ
れ
が
常
陸
国
府
と
す
る
と
、
国
府
進
出
は
治
承
以
前

に
遡
る
事
と
な
ら
う
。

　

し
か
し
忠
義
と
隆
義
流
の
並
行
、前
者
と
常
陸
平
氏
と
の
軍
事
的
連
携
を
史
実
と
し
、

多
気
義
幹
が
常
陸
平
氏
嫡
流
を
外
れ
て
ゐ
た
可
能
性
の
或
る
事
を
認
め
る
と
し
て
も
、

現
在
の
所
、
忠
義
が
所
謂
大
掾
家
を
継
い
だ
と
す
る
確
証
を
、
史
料
に
見
出
だ
せ
な
い

為
、
北
本
の
記
述
に
従
ふ
事
は
無
理
で
あ
る
。

　

常
陸
平
氏
の
頼
朝
へ
の
帰
服
が
遅
れ
た
事
は
、
豊
田
兵
衛
尉
に
対
す
る
頼
朝
の
罵
詈

に
、

父
ハ
於
下
総
、度
々
有
召
ニ
不
参
シ
テ
、東
国
平
ラ
レ
テ
後
参
、不
覚
歟（『
吾
妻
鏡
』

文
治
元
年
四
月
十
五
日
条
）

と
見
え
、
金
砂
城
陥
落
後
も
常
陸
奥
郡
は
依
然
、
佐
竹
氏
の
勢
力
下
に
あ
つ
た
と
指
摘

さ
れ
る
が
（
54
）、

三
郎
先
生
義
広
謀
叛
之
時
、
常
陸
国
住
人
等
、
小
栗
十
郎
重
成
之
外
、
或
与
彼
逆

心
、
或
逐
電
奥
州
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
四
月
二
十
三
日
条
）

と
あ
り
、
寿
永
二
年
（
55
）
の
志
田
三
郎
先
生
義
憲
（
広
）
の
敗
北
を
、
東
国
平
定
の
画

期
と
考
へ
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
下
妻
広
幹
の
義
憲
与
力
も
別
に
確
認
さ
れ
る
が
（
56
）、

常
陸
平
氏
は
佐
竹
合
戦
後
、
新
た
に
義
憲
と
連
携
し
た
と
説
明
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　

し
か
し
『
源
平
闘
諍
録
』
で
は
忠
義
に
与
力
し
た
と
さ
れ
る
小
栗
重
成
は
治
承
四
年

の
佐
竹
合
戦
の
際
に
、
既
に
頼
朝
に
帰
服
し
て
ゐ
た
事
に
な
る
（
57
）。
抑
も
忠
義
が
下

野
に
進
出
し
た
事
実
は
未
確
認
で
、動
機
も
不
明
で
あ
り
、『
平
家
』「
源
氏
揃
」
や
、『
源

平
盛
衰
記
』
巻
十
三
「
行
家
使
節
」・『
義
経
記
』
巻
一
（
58
）
で
は
、
正
し
く
区
別
す
る 

が
、
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
巻
三
に
は
、

十
郎
蔵
人
行
家
出
北
条
、
超
ヘ
ツ
ヽ
常
陸
国
、
住
二
セ
シ
佐
竹
庄
、
舎
兄
志
太
三
郎
先

生
義
兼
触
此
由
（
妙
本
寺
本
）（
59
）

と
、
両
者
が
重
複
す
る
例
が
あ
る
。『
闘
諍
録
』
の
記
事
も
同
様
、
義
憲
の
行
動
と
混

じ
て
ゐ
な
い
か
。
少
な
く
共
、『
源
平
闘
諍
録
』
か
ら
、
常
陸
平
氏
が
佐
竹
忠
義
に
服

属
し
て
ゐ
た
と
す
る
事
に
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

大
掾
嫡
流
が
室
町
時
代
中
期
以
降
、
関
東
公
方
の
圧
迫
、
公
方
と
上
杉
家
と
の
抗
争

に
よ
り
、
力
を
失
な
ひ
（
60
）、
管
領
上
杉
氏
よ
り
入
婿
で
佐
竹
家
氏
を
継
い
だ
義
人
の

子
憲
国
を
、
養
子
に
迎
へ
（
61
）、
戦
国
時
代
に
は
佐
竹
義
昭
が
弟
を
大
掾
家
当
主
昌
幹

と
し
た
時
期
が
あ
る
。
旧
記
本
を
見
る
に
、

　
《
例
十
七
》

三
郎
〔
童
名
乙
寿
丸
〕、
初
昭
通
、
後
義
通
ト
云
、
任
府
中
大
承
ノ
時
、
昌
幹
、
辞

義
昌
ト
云
（「
大
膳
大
夫
義
篤
」）

　

ま
た
、

　
《
例
十
八
》

　
　

家
督
ヲ
義
重
エ
渡
、
移
苻
中
、
任
大
承
、
辞
シ
テ
弟
付
昌
幹
（「
義
従
」）（
62
）

と
、
府
中
へ
の
進
出
、
大
掾
家
相
続
の
記
事
が
正
に
あ
る
。
さ
う
す
る
と
北
本
の
問
題

の
記
事
は
、
戦
国
時
代
の
佐
竹
氏
の
大
掾
氏
継
承
を
歴
史
的
に
正
当
化
す
る
、
政
治
的

起
源
神
話
の
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。
依
然
、
検
討
の
価
値
は
あ
る
と
思
ふ
が
、
北
本

の
忠
義
大
掾
家
相
続
説
は
、
史
実
の
水
平
で
論
じ
る
事
に
は
難
が
あ
る
。
寧
ろ
『
源
平

闘
諍
録
』
の
忠
義
と
常
陸
平
氏
の
共
闘
に
通
ず
る
、
佐
竹
氏
側
の
政
治
的
伝
承
が
連
続

し
て
ゐ
た
事
を
指
摘
出
来
る
だ
ら
う
。
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お
は
り
に

　

中
世
武
家
の
家
伝
史
料
の
観
点
か
ら
、
北
本
を
取
り
上
げ
た
が
、
歴
史
史
料
と
し
て

の
利
用
の
為
に
も
当
然
、
佐
竹
系
図
群
の
成
立
・
史
料
的
価
値
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

多
数
存
在
す
る
佐
竹
氏
系
図
の
整
理
と
成
立
の
検
討
が
必
要
で
あ
ら
う
。

注（
１
）　

以
下
、
同
所
蔵
史
料
は
、
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
と
略
し
て
示
す
。

（
２
）　

拙
稿
「「『
神
明
鏡
』
伝
本
の
整
理
と
成
立
に
つ
い
て
」
補
注
」（『
米
沢
国
語
国

文
』
二
十
八
〔
平
成
十
一
年
六
月
〕、
以
下
、
拙
稿
①
）、
同
「『
神
明
鏡
』
伝
本

の
整
理
と
成
立
に
つ
い
て
（
上
）・（
下
）」（『
国
語
国
文
』
六
十
九
ノ
一
、同
二
〔
平

成
十
二
年
一
月
・
同
二
月
〕、
以
下
、
拙
稿
②
）
参
照
の
こ
と
。

（
３
）　

千
秋
文
庫
蔵
。
此
処
で
は
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

（
４
）　

佐
竹
（
宗
家
）
蔵
『
佐
竹
家
系
譜
』（
Ａ
Ｓ
二
八
八
・
二

－

五
〇
）
に
よ
る
。
東

大
史
料
編
纂
所
『
佐
竹
氏
系
図
引
証
』
が
同
じ
。『
引
証
』
に
は
『
草
稿
』
に
あ

る
系
図
の
解
題
が
な
い
。

（
５
）　

佐
竹
（
宗
家
）
蔵
一
冊
（
請
求
記
号
Ａ
Ｓ
・
二
八
八
・
二
）。

（
６
）　

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
で
、六
地
蔵
寺
本
と
合
写
。
正
宗
寺
に
は
別
に『
諸

家
系
図
』（
東
大
史
料
編
纂
所
に
謄
写
本
あ
り
）・
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
『
佐
竹
幷

諸

家
系
図
』
一
冊
も
存
す
る
が
、
本
系
図
を
正
宗
寺
佐
竹
と
略
す
。
冒
頭
に
「
平
氏

藤
氏
之
継
図
〔
西
山
公
跋
ア
リ
〕・
佐
竹
系
図
三
通
・
佐
竹
文
書
・
武
家
管
領
天

下
次
第
附
諸
家
系
図
凡
六
冊
一
箱
ニ
入
、
佐
竹
系
図
一
巻
、
佐
竹
山
縣
芳
信
記
一

箱
ニ
入
」
と
あ
る
が
、
正
宗
寺
佐
竹
が
傍
線
の
系
図
と
同
一
か
不
明
。

（
７
）　

東
大
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
に
よ
る
が
、
そ
こ
で
（
六
）
と
番
号
付
け
さ
れ
る

系
図
で
、
内
題
「
佐
竹
」。
以
下
、
色
川
本
書
入
と
す
る
。

（
８
）　

別
に
『
佐
竹
家
譜
』「
第
四
世
隆
義
」（
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
）
に
も
採
用
さ
れ
、

幕
府
提
出
系
図
に
も
見
え
る
（『
寛
政
重
修
諸
家
系
譜
』
巻
一
二
九
「
佐
竹
」〔
続

群
書
類
従
完
成
会
〕）。

（
９
）　

此
処
で
は
東
大
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
に
よ
る
。
以
下
、『
大
成
』
と
す
る
。

（
10
）　
『
佐
竹
家
旧
記
』
五
所
収
、
岡
本
元
朝
「
小
場
東
南
系
図
考
」
に
も
南
酒
出
義

茂
子
孫
の
引
用
が
あ
る
。

（
11
）　

東
大
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
に
よ
る
。

（
12
）　
『
佐
竹
家
旧
記
』
九
「
佐
竹
文
書
従
正
宗
寺
」
に
よ
る
。『
草
稿
』「
正
宗
寺
本
巻
之

四
文
書
」
に
は
「
筆
迹
不
詳
」
と
あ
り
、『
目
録
』「
佐
竹
文
書
」
で
は
、『
佐
竹
家
伝
』

同
様
、
後
人
の
写
し
か
と
あ
る
。

（
13
）　
「
佐
竹
義
篤
譲
状
」
の
日
付
の
「
文
和
四
年
二
月
十
一
日
」
に
「
永
禄
九
年
迄

ハ
二
百
十
二
年
」
と
傍
書
が
あ
る
。

（
14
）　
『
佐
竹
系
譜
事
蹟
略
』「
義
重
」（
東
大
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）

（
15
）　
『
国
典
類
抄
』
吉
部
一
「
御
元
服
」（
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
刊
本
）。
以
下
『
国

典
』
と
略
。

（
16
）　

森
木
悠
介
氏
「
戦
国
期
佐
竹
氏
の
代
替
わ
り
に
つ
い
て
―
義
重
か
ら
義
宣
へ
の

家
督
交
代
を
中
心
に
―
」（『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』四
十
三
、平
成
二
十
八
年
三
月
）

（
17
）　
『
茨
城
県
史
料　

中
世
四
』「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
十
八
「
酒
出
金
大
夫
季
親
所

蔵
文
書
」
一
〇
に
も
所
収
。

（
18
）　

暫
く
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
本
（
紙
焼
写
真
）
に
よ
る
。
猶
『
大
成
』

は
取
意
文
だ
が
、
同
様
「
閏
」
な
し
。

（
19
）　
『
故
譜
』
は
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
正
宗
寺
蔵
『
故
本　

佐
竹
諸
家
譜
』
の

謄
写
本
に
よ
る
。『
故
譜
』
諸
本
に
つ
い
て
は
別
に
整
理
す
る
。

（
20
）　

佐
竹
（
宗
家
）
蔵
一
冊
。
以
下
、
清
音
寺
本
と
略
。『
目
録
』
に
よ
れ
ば
禅
哲

筆
の
覚
書
が
系
図
末
に
有
る
と
さ
れ
る
（
拙
稿
②
参
照
）。
冷
泉
家
蔵
『
公
武
補

任
次
第
』「
執
事
補
任
」
も
高
国
迄
で
あ
る
が
、
記
事
が
一
致
し
な
い
（
冷
泉
家

時
雨
亭
叢
書
『
簾
中
抄　

中
世
事
典
・
年
代
記
』）。

（
21
）　
『
長
秋
記
』大
治
五
年
十
二
月
三
十
日
条（
増
補
史
料
大
成
）の
常
陸
住
人
の「
清

光
」が
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
志
田
諄
一
氏「
武
田
義
清
・
清
光
を
め
ぐ
っ
て
」（
西
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川
広
平
氏
編『
甲
斐
源
氏
一
族
』所
収〔
令
和
三
年
十
月
〕。
初
出
は
平
成
十
二
年
）

参
照
。

（
22
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
及
び
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
の
中
院
家
到
来
系
図
（
佐
竹
本

と
す
る
）。
同
蔵
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』、
山
口
県
公
文
書
館
蔵
冷
泉
本
『
渋
川

系
図
』、
長
楽
寺
本
系
図
・
上
杉
博
物
館
蔵
林
泉
文
庫
旧
蔵
『
源
家
系
図
』
等
。

佐
竹
本
以
外
の
各
系
図
に
つ
い
て
は
各
拙
稿
参
照
（
拙
稿
「
上
杉
博
物
館
蔵
林
泉

文
庫
旧
蔵
『
源
姓
系
図
』
の
特
徴
に
つ
い
て
」〔『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

紀
要
』
五
十
二
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
〕
に
各
所
収
論
文
を
掲
載
）。

（
23
）　

比
較
的
近
い
本
文
を
持
つ
梅
江
斎
の
『
故
譜
』
の
、

　
　
　

逸
見
武
田
小
笠
原
加
ヽ
美
安
田
分

　
　

　
　
　

○
義
清キ

ヨ 

改
光
清
、
辺
見
冠
者
ト
号

　
　
　
　
　
　

 

進
士
義
業
ノ
舎
弟
ナ
リ

　
　

や
、
同
佐
竹
（
宗
家
）
蔵
長
山
本
『
佐
竹
系
図
』
の
「
住
甲
斐
国
、
辺
見
・
武
田
・

小
笠
原
先
祖
」、「
改
之
光
清
」
が
あ
る
が
、
本
文
が
遠
い
。

（
24
）　
『
神
明
鏡
』
と
『
源
威
集
』
の
共
通
記
事
の
関
係
に
つ
い
て
は
、増
田
欣
氏
「
太

平
記
巻
三
十
二
と
源
威
集
―
作
者
の
視
点
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
攷
』
二
十
、

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
）
参
照
の
こ
と
。

（
25
）　
『
平
家
打
聞
』
巻
四
に
「
青
鳥
者
、文
名
」
と
あ
り
（
島
原
本
の
電
子
公
開
）、『
下

学
集
』
に
「
青セ

イ

鳥テ
ウ

〔
西
王
母
之
書
ノ
使
〕」
と
あ
る
（『
古
本
下
学
集
七
種
研
究
並

び
に
総
合
索
引
』
の
東
京
教
育
大
学
本
に
よ
る
）。

（
26
）　
『
佐
竹
家
旧
記
』
五
所
収
（
内
題
「
義
光
以
往
之
紹
図
并
ニ
物
語
誌
」）。
ま
た

隆
義
子
に
「
義
政
〔
太
郎
、
於
大
矢
橋
打
タ
ル
、
治
承
四
年
十
一
月
四
日
〕」（
色

川
本
書
入
同
）
は
『
吾
妻
鏡
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
よ
り
、
秀
義
子
に
秀
繁

を
持
つ
の
は
『
尊
卑
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
佐
竹
本
）
よ
り
の
補
入
。

（
27
）　
『
草
稿
』
に
、「
寛
永
系
〔
寛
永
十
八
年
四
月　

天
山
公　

欽
命
ヲ
蒙
リ
、
写
サ

シ
メ
テ
献
セ
ル
佐
竹
系
図
ナ
リ
、
前
ノ
義
重
ヲ
義
繁
ト
書
、
前
ノ
義
篤
ヲ
義
厚
、

前
ノ
義
宣
ヲ
義
信
ト
書
ス
、
前
後
同
名
ア
ル
ガ
故
ニ
之
ヲ
改
、
献
ス
ト
云
々
〕」

と
あ
る
が
、正
宗
寺
佐
竹
・
色
川
本
書
入
も
含
め
て
そ
の
特
徴
を
持
つ
。
佐
竹
（
宗

家
）
蔵
『
佐
竹
系
図　

寛
永
年
中
公
方
様
﹇　

﹈
上
之
写
』
は
未
見
。

（
28
）　

但
し
貞
享
元
年
十
二
月
、
四
位
修
理
大
夫
任
官
が
正
し
い
（『
国
典
』
吉
部

二
十
七
「
四
品
」・『
寛
政
重
修
諸
家
系
譜
』
一
二
九
「
佐
竹
」）。

（
29
）　

正
宗
寺
佐
竹
・
色
川
本
書
入
「
義
国
」
の
「
昌
義
追
討
ノ
コ
ト
」
は
『
源
威
集
』

の
記
事
に
よ
る
が
、
本
文
は
『
源
威
集
』
で
は
無
く
、『
佐
竹
家
伝
』
に
近
い
。

そ
の
一
部
を
挙
げ
れ
ば
、

（
正
宗
寺
佐
竹
）
禁
裏
怖
畏
之
間
、
一
家
出
羽
守
光
信
ニ
御
受
勅
、
智
謀
ヲ
以

誅
ス

『
佐
竹
家
伝
』
禁
裏
怖
畏
ノ
間
、
光
信
ニ
御
一
家
出
羽
守
受
勅
、
智
謀
以
誅

『
源
威
集
』
禁
裏
御
怖
畏
之
処
、
一
家
ノ
出
羽
守
源
光
信
ニ
仰
、
智
謀
ヲ
廻
、
是

ヲ
誅
ス

　

で
あ
る
。

（
30
）　

こ
の
源
姓
足
利
氏
起
源
説
話
の
流
布
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
平
安
末
期
足
利
・
新

田
氏
考
証
補
遺
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
十
四
、
平
成
三
十

年
十
二
月
）
参
照
の
こ
と
。

（
31
）　
『
水
府
志
料
所
収
文
書
』
八
三
「
佐
竹
義
昭
官
途
状
写
」（
天
文
十
九
年
）。『
茨

城
県
史
料　

中
世
編
二
』
所
収
に
よ
る
。

（
32
）　
「
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
古
本
佐
竹
系
図
」
に
関
す
る
一
考
察
」（
峰
岸
純
夫

氏
他
編
『
中
世
武
家
系
図
の
史
料
論　

下
巻
』〔
平
成
十
九
年
十
月
〕）

（
33
）　
『
四
家
並
佐
竹
御
家
来
衆
之
系
図
』
で
は
義
宣
の
没
年
ま
で
の
記
事
あ
り
。

（
34
）　
『
甲
斐
源
氏
の
勃
興
と
展
開
』
第
一
篇
第
一
章
「
新
羅
三
郎
義
光
―
甲
斐
源
氏

始
祖
伝
説
成
立
の
検
討
を
軸
に
」（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
、
初
出
は
同
十
八
年
）

（
35
）　
「
坂
東
乱
逆
と
佐
竹
氏
の
成
立
―
義
光
流
源
氏
の
常
陸
留
住
・
定
着
を
考
え
る
」

（『
茨
城
県
史
研
究
』
九
十
六
、
平
成
二
十
四
年
三
月
）

（
36
）　

坂
東
に
義
親
が
生
存
す
る
と
の
風
聞
が
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
八
月
、
都

に
伝
へ
ら
れ
（『
殿
暦
』
同
一
日
条
〔
大
日
本
古
記
録
〕）、
実
際
に
、
元
永
元
年
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（
一
一
一
八
）
に
は
、
下
総
守
源
仲
正
の
義
親
追
捕
の
為
、
常
陸
が
荒
廃
し
（『
中

右
記
』
元
永
元
年
二
月
五
日
条
〔
増
補
史
料
大
成
〕）、
大
治
四
年
九
月
に
は
、
再

度
、関
東
よ
り
義
親
な
る
人
物
が
上
洛
し
て
（『
中
右
記
』・『
長
秋
記
』
同
五
日
条
・

『
知
信
朝
臣
記
』
同
二
十
四
日
条
〔
陽
明
叢
書
〕）、
都
を
騒
が
し
て
ゐ
る
（『
中
右

記
』
十
一
月
十
三
日
条
）。『
源
威
集
』
の
義
親
蘇
生
記
事
は
、『
佐
竹
家
伝
』
に

も
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
自
称
義
親
事
件
を
承
け
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
自

称
義
親
と
佐
竹
氏
の
提
携
に
つ
い
て
の
記
事
は
佐
竹
系
図
群
に
は
見
え
な
い
。

（
37
）　

小
野
田
和
泉
入
道
の
識
語
の
あ
る
『
御
当
家
系
図
』
に
簡
潔
な
引
用
が
あ
る
。

『
引
証
』
に
小
貫
本
と
す
る
本
で
、『
佐
竹
系
図
纂
』
所
収
本
に
よ
る
（
続
群
書
類

従
に
も
掲
載
）。

（
38
）　

特
に
松
平
披
雲
閣
蔵
の
文
明
七
年
写
本（
古
典
文
庫
）に
近
い
。戸
村
義
国
撰『
佐

竹
系
図
』
上
所
収
記
事
は
義
光
の
「
寛
仁
」
を
称
賛
す
る
記
事
に
な
る
が
、
北
本

を
承
け
る
か
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）。
猶
前
注
の
『
御
当
家
系
図
』
に
「
秀
常

内
義
集
」
と
あ
る
の
は
『
五
常
内
義
抄
』
の
誤
り
で
あ
ら
う
。

（
39
）　
『
改
訂
増
補
戦
記
物
語
の
研
究
』「
名
刀
綱
切
に
つ
い
て
」（
昭
和
十
九
年
二
月
）

（
40
）　

国
会
図
書
館
の
電
子
公
開
に
よ
る
。

（
41
）　

光
明
院
本
・『
引
証
』
は
「
」
に
「
谷
」
が
入
る
。

（
42
）　
『
税
所
文
書
』「
大
掾
詮
国
書
状
」（
延
文
六
年
五
月
）。『
茨
城
県
史
料　

中
世
編

二
』
所
収
。

（
43
）　

中
根
正
人
氏
「
室
町
中
期
の
常
陸
大
掾
氏
」（
高
橋
修
氏
編
『
常
陸
平
氏
』〔
平

成
二
十
九
年
一
月
〕
所
収
に
よ
る
。
初
出
平
成
二
十
五
年
）

（
44
）　

汲
古
書
院
の
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊　

古
代
・
中
世
篇
』
の
影
印
に
よ
る
。

（
45
）　
『
永
昌
記
』
嘉
承
元
年
六
月
十
日
条
（
増
補
史
料
大
成
）。

（
46
）　
『
尊
卑
』・
北
酒
出
本
（
但
し
清
隆
と
す
る
。
拙
稿
「『
平
家
物
語
』
の
中
の
佐

竹
氏
記
事
に
つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四
十
四
〔
平
成

二
十
年
十
二
月
〕）
で
は
「
清
幹
」
と
誤
ま
つ
た
。
以
下
、
拙
稿
③
）・『
常
陸
大

掾
系
図
』（
内
閣
文
庫
蔵
『
諸
家
系
図
纂
』）。

（
47
）　
【
】
は
山
形
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
条
本
『
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
』
に
よ
り
補

な
つ
た
（
紙
焼
写
真
）。
妙
本
寺
本
『
平
家
系
図
』
に
は
幹
重
以
下
な
し
（『
千
葉

県
の
歴
史　

資
料
編　

中
世
三
（
県
内
文
書
二
）』）。

（
48
）　
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』第
三
章「
平
氏
政
権
下
に
お
け
る
坂
東
武
士
団
」

（
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
）

（
49
）　
『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
五
月
一
日
条
。

（
50
）　

高
橋
秀
樹
氏
『
新
訂　

吉
記
』
に
よ
る
。

（
51
）　

糸
賀
茂
男
氏
『
常
陸
国
中
世
武
士
団
の
史
的
考
察
』
第
一
部
第
一
章
「
成
立
期

の
常
陸
平
氏
」（
平
成
二
十
八
年
五
月
）・
高
橋
修
氏
「
新
羅
三
郎
義
光
と
佐
竹
氏

の
成
立
」（
同
氏
編
『
佐
竹
一
族
の
中
世
』〔
平
成
二
十
九
年
一
月
〕
所
収
）
参
照
。

（
52
）　
『
古
本
説
話
集
』「
伯
母
事
第
二
十
」（
勉
誠
社
文
庫
）・『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三 

「
伯
の
母
の
事
」（
笠
間
影
印
叢
書
）・『
奥
州
後
三
年
記
』（
群
書
類
従
）

（
53
）　

甲
神
社
蔵
『
清
和
源
氏
系
図
』
一
帖
。
右
京
大
夫
義
宣
を
「
御
曹
子
」
と
す
る
。

（
54
）　

高
橋
修
氏
「
常
陸
奥
郡
十
年
戦
争
」（
前
掲
『
佐
竹
一
族
の
中
世
』
所
収
）

（
55
）　

石
井
進
氏
『
鎌
倉
武
士
の
実
像　
合
戦
と
暮
し
の
お
き
て
』「
志
田
義
広
の
蜂
起

は
果
し
て
養
和
元
年
の
事
実
か
」（
昭
和
六
十
二
年
六
月
）

（
56
）　

網
野
善
彦
氏
『
日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』
第
二
部
第
四
章
第
一
節
「
南

郡
惣
地
頭
職
の
成
立
と
展
開
」（
平
成
三
年
三
月
）

（
57
）　
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
一
月
八
日
条
。

（
58
）『
源
平
盛
衰
記
』
は
古
活
字
本
（
勉
誠
社
の
影
印
）
に
、『
義
経
記
』
は
赤
木
本
（
貴

重
古
典
籍
叢
刊
）・
古
活
字
本
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
よ
る
。

（
59
）
勉
誠
社
の
『
真
名
本
曽
我
物
語
』
影
印
に
よ
る
。
仮
名
本
（
太
山
寺
本
・
彰
考

館
本
参
照
）
に
は
傍
線
が
な
い
。
太
山
寺
本
は
汲
古
書
院
の
影
印
、
彰
考
館
本
は

伝
承
文
学
資
料
集
に
よ
る
。

（
60
）　

松
本
一
夫
氏
『
東
国
守
護
の
歴
史
的
特
質
』
第
三
篇
第
一
章
「
常
陸
国
に
お
け

る
守
護
及
び
旧
族
領
主
の
存
在
形
態
」（
平
成
十
三
年
十
一
月
）・
清
水
亮
氏
「
南

北
朝
・
室
町
期
の
常
陸
平
氏
と
鎌
倉
府
体
制
」（『
日
本
歴
史
』
六
三
七
、
平
成

佐々木／北本佐竹世譜について
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十
三
年
六
月
）

（
61
）　

中
根
正
人
氏
「
室
町
中
期
の
常
陸
大
掾
氏
」（
高
橋
修
氏
編
『
常
陸
平
氏
』〔
平

成
二
十
七
年
六
月
〕
所
収
に
よ
る
。
初
出
は
平
成
二
十
五
年
）

（
62
）　

光
明
院
本
「
家
督
ヲ
義
重
ヘ
渡
シ
移
二
府
中
一
ニ
、
後
大
丞
ヲ
辞
シ
テ
弟
ノ
付
二
ス
昌

幹
一
ニ
」、
色
川
本
書
入
「
後
大
掾
辞
シ
テ
弟
昌
幹
ニ
付
ス
」
と
あ
り
、
傍
線
が
異

な
る
。
甲
神
社
本
に
も
「
政
幹モ

ト

」
が
釣
ら
れ
る
。
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